
令和５年 10月 第２回定例庁議 

 

１ 開催日時 令和５年 10 月 16 日（月）午前９時 30 分～午前 10 時 00 分 
 
２ 開催場所 ４階特別会議室 
 
３ 付議事項（第６条） 

 

⑴ 指示事項（市長の指示、注意等） 

≪予算編成方針≫ 

令和６年度の予算編成は市民の皆様に豊かさを一層実感していただくための

重要な作業と考えており、新年度の予算編成にあたって２点お願いしたい。 

１点目は、行政課題の解決に向けて協働によるまちづくりに取り組んでいくこ

と。企業や大学、市民団体等の知恵や協力を得ることで、事業効果を高め、多彩

な活動を展開する契機につなげられるものについて事業化に向けて検討してい

ただきたい。２点目は、今年度設立した次世代育成基金を活用し、子供たちの豊

かな人格形成など、本市教育大綱に掲げる人づくりを重点的に取り組んでいくこ

と。 

政策集団である職員一人ひとりのアイデアをくみ取り、職員が結束して積極的

な予算要求になることを期待している。 

 

（資料に基づき説明＝財政課長、財政課副課長） 

10 月 16 日（水）午後１時から管理職向け、午後３時半から担当職員向けに予算

編成説明会を開催する。予算編成方針等については、本日午後にプレスに情報提供

する。 

令和４年度決算では、経常収支比率が前年度より 6.4 ポイント悪化し 93.4％と

なった。基金の状況については、モーターボート競走基金からの繰入等により、令

和４年度末の残高は前年度と比較して 64 億円の増加となっている。一方、今年９

月に改訂した中期財政フレームでは、令和９年度までの５年間で昨年度比 63 億円

増の 211 億円の財源不足を見込んでいる。令和６年度予算編成にあたっては、社会

経済状況や市民ニーズを十分踏まえるようお願いする。 

 

 ⑵ 審議事項（市行政運営の基本方針、総合計画、重要議案、主要事業計画等の策定

及び調整に関すること） 

なし 

 

 ⑶ 報告事項（市政に重大な影響を与える法令等の制定改廃、国及び県の動向、又は 

重要な事務事業の進行状況に関すること） 

 なし 

 

 



４ その他 

 ①市議会からの提言書について（財政課長） 

市議会から決算特別委員会を踏まえた提言書が提出されている。来年２月頃に財政

課から回答する予定としており、予算編成の過程で調書の作成等により内容を確認し

ながら整理していくので対応をお願いする。 

 

 ②議会報告会について（議会事務局長） 

  11 月６日（月）午後６時より、マルタス１階多目的ルーム２において議会報告会・

意見交換会を開催する。昨年までは常任委員会ごとに３回程度開催していたが、今年

度は１回の開催となっており、テーマを設けず参加者との意見交換を実施する。 

 

 ③資料館ＬＥＤ工事に伴う閉館期間ついて（教育部長） 

  当初の予定通り 12月１日（金）から翌年の２月 29 日（木）まで閉館し、令和６年

３月１日（金）に開館予定で進めている。閉館期間については、来月号の広報やＨＰ

等で周知する。職員にはメール等で周知を行うが、部内会議等での周知についてもお

願いする。 

 

５ 副市長から 

  予算編成方針が市長より示され、予算要求に向けた取組を進めるなかで、予算要求

の入力等において担当者に任せきりにするのではなく、各課・各部局内でヒアリング

を実施し、財政部局と調整しながら臨んでいただきたい。 

 

６ 教育長から 

 本日 10 月 16 日（月）は丸亀こどもデーで、学校は休業日となっている。10 月 14

日（土）から本日までの３日間はキッズウィークということで、家庭でのふれあいの

促進や休暇の取得促進に取り組んでおり、民間の企業や団体等にも協力をいただいて

いる。職員も休暇取得に協力いただいており、ありがたく感じている。今後とも協力

をお願いしたい。 

 

７ モーターボート競走事業管理者から 

  ５月に完成したＧｒｕｕｎまるがめの利用人数の集計がでた。９月末までの５ヶ月

間で約 4 万 9 千人の利用があり、10 月に入って利用者が５万人を超えた。また、幼

稚園保育所等の団体利用が８件あり、年末までに 14 件の予約が入っている。想定を

上回る利用があり非常にありがたく感じている。団体利用は高松市が多く、今後は地

元である丸亀市の団体に積極的に利用してもらいたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 



８ 出席状況 

⑴ 庁議構成者（第５条） 
 

職 氏 名 出欠 

市 長 松永  恭二 ○ 

副 市 長 横田  拓也 ○ 

教 育 長 末澤  康彦 〇 

モーターボート  

競走事業管理者 
大 林  諭 〇 

市 長 公 室 長 栗山  佳子 〇 

総 務 部 長 七座  武史 〇 

健康福祉部長 奥村 登士美 〇 

市民生活部長 田中  壽紀 〇 

都市整備部長 伊藤  秀俊 ○ 

産業文化部長 林  裕 司 〇 

ボートレース 

事 業 局 次 長 
冨士川  貴 〇 

教 育 部 長 窪田  徹也 〇 

消 防 長 浪指  孝章 ○ 

議会事務局長 渡辺  研介 〇 

      

(2) 関係職員（第９条） 

   市長公室職員課長             徳 田   寛 

総務部財政課長              高 倉 鋭 悟 

   総務部財政課副課長            藤 田 朝 子 

 

(3) 事務局（市長公室秘書政策課） 

   市長公室秘書政策課長               真 鍋 裕 章 

   市長公室秘書政策課主任              横 井 俊 介 

   市長公室秘書政策課主任              安 藤 悠 子 


